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Abstract: 現代創薬を支えるペプチド化学の伝統を発展させるべく、（1）新規ペプチ

ド合成および修飾に資する化学ツールの創製と、（2）ペプチドを起点とした創薬研究

に取り組んできた。化学ツールでは、Npys 化学に基づく固相ジスルフィド架橋法を

確立し、直近では新規試薬 Npys-OPh(pF)を用いたトリプトファンの選択的スルフェ

ニル化も達成した。創薬研究では、3CL プロテアーゼ阻害剤 YH-53 や、全 D アミノ

酸からなる高安定マイオスタチン阻害ペプチドを開発し、加えて ADC に有用な抗体

Fc 認識ペプチドも創製してきた。本講演では、これらの成果を紹介する。 
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